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会  議  録 

会 議 名 令和７年度第１回文化財保護審議会 

事 務 局 生涯学習課 文化財係 

開 催 日 時 令和７年５月１４日（水）午前９時５５分から午前１０時４５分まで 

開 催 場 所 市役所第二庁舎６階 ６０１会議室 

出 席 委 員 二宮会長 孤島委員 椎名委員 鈴木委員 太田委員 

欠 席 委 員 伊藤委員 

事 務 局 員 
平野生涯学習部長 濱松生涯学習課長 

碓井文化財係長 髙木文化財係主任（学芸員） 

傍 聴 の 可 否  可 傍 聴 者 数   ０名 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 

 

 

１ 報 告 

 ⑴ 令和６年度の文化財保護事業について 

 

２ 議 題 

 ⑴ 令和７年度の事業計画について 

 

３ その他 

 

４ 次回の会議日程 

  令和７年８月６日（水）午前１０時～ ８０１会議室 
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会  議  結  果 

濱松生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

平野生涯学習部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

濱松生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

濱松生涯学習課長 

 

 

碓井文化財係長 

 

髙木主任（学芸員） 

 

 

 

 

濱松生涯学習課長 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

 

 皆様、おはようございます。私は、令和７年４月１日付人事異動に

て生涯学習課長に着任いたしました濱松と申します。委員の皆様にお

かれましては、本日よりどうぞよろしくお願いいたします。 

 また、同じく４月１日付人事異動で前任の梅原生涯学習部長が企画

財政部長に異動となり、後任として平野が生涯学習部長に着任してお

りますので、委員の皆様に一言御挨拶申し上げます。 

 

 皆様、おはようございます。令和７年４月１日付で生涯学習部長を

拝命いたしました平野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 小金井市には、「名勝小金井（サクラ）」をはじめとした郷土ゆか

りの貴重な文化財が数多く残されており、これらを後世に伝えていく

ことが私たちの使命であると考えております。 

 文化財保護審議会委員の皆様におかれましては、文化財の保護、そ

して活用方針の検討など、引き続き市の文化財施策への御理解と御協

力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 なお、生涯学習課文化財係の体制につきましては、変更はございま

せん。 

 誠に申し訳ございませんけれども、生涯学習部長の平野におきまし

ては、他の公務がございますのでこれにて退席とさせていただきます。 

 ご了承の程よろしくお願いいたします。 

 

（生涯学習部長退席） 

 

 それでは、議事に先立ちまして、本日の配布資料の確認を行わせて

いただきます。 

 

 （配布資料確認） 

 

 『平代坂遺跡発掘調査報告書』が完成いたしました。平代坂遺跡の

発掘調査（令和５年度実施）においては、小金井市域では初となる中

世に遡る幅２ｍの道路跡が発見されており、調査報告書にはその分

析・所見を掲載させていただいています。 

 

 それでは、これより先の議事進行につきましては、二宮会長にお願

いしたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 皆様、おはようございます。それでは、次第に沿って議事を進めさ

せていただきます。 

 

１ 報 告 
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二 宮 会 長 

 

 

髙木主任（学芸員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

椎 名 委 員 

 

 

 

髙木主任（学芸員） 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 令和６年度の文化財保護事業について 

 それでは、「報告⑴ 令和６年度の文化財保護事業について」につ

きまして、事務局より説明をお願いいたします。 

 

 令和６年度の文化財保護審議会は、予定通り４回開催いたしました。 

『文化財ブックレット３』「小金井桜拾遺」を刊行いたしました。 

既刊ビジュアル本『名勝小金井桜絵巻』とはテイストを変え、小金

井桜誕生の背景や、名木の位置比定等を分析しています。 

『文化財センター通信』でも、小金井桜をテーマとした内容となっ

ております。愛称がつけられたサクラは数知れず、小金井桜の中から

名木４０本について、過去の記録や写真を精査し、位置を推測してい

く、という研究的な要素も含む内容となっております。 

令和６年度の本市の大事業の一つである、名勝小金井（サクラ）名

勝指定１００周年記念事業に力を入れた１年間となりました。 

生涯学習課では、令和６年１２月８日開催の記念式典・お祝いの会、

市立小・中学校敷地内への記念植樹事業をはじめとして、２０近くの

事業（資料１－３）を実施いたしました。また、庁内他部署主催事業

や、市内事業者様に行っていただいた事業等、最終的には約７０もの

多くの記念事業が展開され大きな成功裏に終わることができました。 

 「埋蔵文化財発掘調査」では、試掘調査の実施が３件、うち本発掘

調査が必要と判断されたものは１件でした。 

 「小金井市文化財センター」入館者数につきましては、３,２３５人

で、令和５年度比較で少し減となりました。 

「文化財説明板」は、３月に関野分水跡に設置させていただくこと

ができました。 

「文化財センター施設維持管理」は、積年の課題であった給排水設

備の改修工事を実施し、センター内のトイレも改修いたしました。 

 

 かなり盛りだくさんの内容のご報告をいただきましたが、ご意見・

ご質問等ございますでしょうか？ 

 

 『文化財センター通信№５』の「４０本の小金井桜」というタイト

ルは、初めて見る文言ですが、どのような意味でしょうか？その４０

本の位置に関する調査結果のまとめ、という解釈でよいでしょうか？ 

  

 東京市が桜の毎木調査を行い、当時存在していた約１，５００本前

後の桜について管理番号を付番していました。 

小金井橋を起点に、上流部分に存在していたものは「上」、下流部

分に存在していたものは「下」、そして、玉川上水の北側に存在して

いたものは「北」、南側に存在していたものは「南」と付番されてい

ます。 

愛称のあるサクラの古写真との比較検討から、比定地を推測できた
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椎 名 委 員 

 

 

髙木主任（学芸員） 

 

 

 

 

 

 

椎 名 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 全 員 

 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

サクラが４０本であったことから、このタイトルとしました。例を挙

げますと、平右衛門橋の南側に富士見桜という名木があり、これは東

京市管理番号「下南１２０」番に当たります。 

 本調査はこれまでは一部の名木の比定作業に留まっており、新たな

試みとして取り組みました。 

 

当時付番された番号と、現在東京都教育庁が付番している番号との

関連性はあるのでしょうか？ 

 

 関連性はございません。当時付番された番号と、現在東京都教育庁

が付番している番号との間には関係性がないことが、名木の位置比定

を難しくしています。 

 ただし、全く不可能、ということではなく、富士見桜の東側に存在

していた三吉野桜は、東京都教育庁５３９が付番されているものでほ

ぼ間違いないことも判明しています。 

 

 非常に興味深い調査結果ではあります。ただし、本調査を進めてい

く上では、木が枯死した際の年輪調査は必要不可欠であると考えます。 

 年輪調査を行うことで、その木が大正１３年当時に存在していたも

のか否かがはっきりするので、符合していく上での大きな糸口になる

ことが期待できます。 

 ヤマザクラは、一度枯死した木であっても、剪定することで萌芽更

新できる可能性も高いため、枯死した際の年輪調査の重要性は学問的

視点からも非常に興味深いですし、その木が大正１３年当時に存在し

ていたものか否かがはっきりとわかりますので、本調査を進めていく

上では必要不可欠であると考えます。 

 おそらく、現存するヤマザクラの中でも、太さがあるものは大正１

３年当時に存在していた可能性が高く、剪定を行った上で年輪調査を

実施し、萌芽更新できた場合はさらにその萌芽を外見的にもわかりや

すい形で保護する、それを行うことで「４０」という数は今後間違い

なく増えていくことが期待できますし、「名勝小金井（サクラ）」の

ヤマザクラ、特に、大正１３年当時に「名木」とされていた木の再生、

という観点においても、文化財的価値も非常に高い、意義深い取組に

なると考えます。 

 

 （特になし） 

 

２ 議 題 

 ⑴ 令和７年度の事業計画について 

それでは、「議題⑴ 令和７年度の事業計画について」につきまし

て、事務局より説明をお願いいたします。 
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髙木主任（学芸員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度の文化財保護審議会は、例年通り４回の開催を想定して

おり、第２回は令和７年８月６日、第３回は１１月、第４回は令和８

年２～３月の開催を予定しております。 

 「文化財説明板設置」は、設置場所案、現状スケジュール等含め検

討中でございます。内容は本審議会に早期にお示しさせていただき、

委員の皆様にご意見を賜りながら、余裕を持って進めさせていただく

所存です。 

 「埋蔵文化財調査」は、本日時点、試掘調査２件、本発掘調査１件

の実施を予定しております。試掘調査は、中山谷遺跡で１件、貫井遺

跡で１件の実施を予定しております。中山谷遺跡における調査は住宅

建設工事に伴う調査、貫井遺跡における調査は公園整備工事に伴う調

査です。 

発掘調査は、小金井市立小金井第一小学校の校舎建替工事に伴い、

試掘調査（令和６年度）を実施した結果、遺構・遺物が発見されたこ

とから、本発掘調査を実施するものです。調査期間は、令和７年６月

中旬～９月頃の実施を予定しております。 

 「文化財調査」は、必要に応じて随時調査を進めています。 

「玉川上水・小金井桜整備活用事業」は、小金井市・東京都立農業

高等学校・名勝小金井桜の会の三者連携協定に基づく事業により、次

世代のサクラを育てています。高校生による接ぎ木で成功したサクラ

は早くて３年で、玉川上水沿いに植樹を行う、という流れを予定して

います。令和７年度の玉川上水沿いの植樹場所につきましては、東京

都教育庁・東京都水道局との協議を経て決定することとしています。 

玉川上水に架かる梶野橋補修工事（都市整備部道路管理課）を実施

いたします。本件は、玉川上水・小金井桜整備活用推進委員会におい

てご意見を賜り、より「史跡玉川上水」「名勝小金井（サクラ）」に

親しんでいただけるようなデザインに設計しております。 

ほか、東京都水道局では、令和７年７月９日に市民向けの作業説明

会を開催することとしています。 

 また、令和６年度より「名勝小金井（サクラ）名勝指定１００周年

記念事業」の一環として開始した、市立小・中学校の学校敷地内への、

ヤマザクラの記念植樹事業は、継続事業として令和７年度も２本のヤ

マザクラ苗木の植樹を予定しています。記念樹には小金井桜と同様の

ルーツを持つヤマザクラを用意しています。 

 「多摩郷土史フェア」（東京都市社会教育課長会 文化財部会の主

催事業）は、小金井市も例年出展しており、令和８年１月１７～１８

日の開催を予定しています。 

 次に、令和７年度からの新たな取組として、「夏休み子ども向け講

座」の実施を検討しております。若年層からの普及啓発を図っていく

狙いから、令和７年度より、市内在住・在学の小学生（及び保護者）

に絞った事業を新たに展開することといたしました。開催時期は小学

校の夏休み期間での開催を想定しており、令和７年度のテーマは、親
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二 宮 会 長 

 

 

太 田 委 員 

 

 

碓井文化財係長 

 

 

 

 

太 田 委 員 

 

碓井文化財係長 

 

 

 

 

太 田 委 員 

 

二 宮 会 長 

 

 

 

子で楽しく取り組むことができる「勾玉作り」とすることを想定して

おります。 

 「文化財センター企画展」は、春の企画展の「名勝小金井桜展」が

令和 7 年３月２０日～５月２６日の会期で開催しています。秋の企画

展は、令和７年１１～１２月を予定しております。 

「小学校との連携」は、市内小・中学校からの要望をいただくこと

が前提となる事業です。令和７年５～６月の時期に緑小学校及び本町

小学校において、歴史・地域学習の出前授業の依頼をいただいていま

すので、今後より一層力を入れていきたいと考えております。 

 「江戸糸あやつり人形調査業務」は、令和６年度におきましては、

１，５００点以上にのぼる人形の「首（かしら）」の確認作業をはじ

め、紙資料も含め調査を進めてまいりました。令和７年度も引き続き

確認調査を進めていく予定です。 

 その他、館内照明器具のＬＥＤ化の工事を予定しており、令和７年

秋頃の実施を予定しております。 

 文化財の指定・登録が進んでいない実情がございましたので、未指

定文化財の調べを取り組んでいきたいと考えております。 

 

 かなり盛りだくさんの内容のご説明をいただきましたが、ご意見・

ご質問等ございますでしょうか？ 

   

 文化財センターのＬＥＤ工事につきまして、工事期間はどのくらい

かかるのでしょうか？ 

  

 「照明器具のＬＥＤ化」につきましては、文化財センターのみなら

ず、多くの市の施設を対象に全庁的な事業として実施させていただく

ことから、令和７年５月１４日現在におきましては、工事時期や工事

期間等の詳細につきましては未定となっております。 

 

 児童・生徒の皆さんの夏休み期間に被るかどうかはわかりますか？ 

 

 生涯学習課文化財係といたしましては、工事による休館日をなるべ

く少なくするため、例年１０月後半頃にいただいている秋の企画展示

のための準備期間にうまく合わせることが出来れば、と考えておりま

すが、具体的には全く決まっていない状況です。 

 

 分かりました。ありがとうございました。 

 

 令和６年度の反省も踏まえ、「文化財説明板の設置」につきまして

は、例年より少し時期を前倒しする、との予定になっておりますが、

令和７年度の設置場所の具体的な候補等は考えていますか？  
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髙木主任（学芸員） 

 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

 

 

碓井文化財係長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 宮 会 長 

 

孤 島 委 員 

 

 

 

 

髙木主任（学芸員） 

候補は旧跡・石造物等、５～６件ほど想定しており、今後絞り込み

の作業を早めに進めていきます。梶野橋補修工事を記念し橋の袂に設

置することも検討しているところです。 

 

 令和７年度の「第２回審議会」または「第３回審議会」の開催時期

頃までには、一定具体的になっていればよいかと思います。 

 

 また、令和７年度からの新規事業としてご説明いただきました「夏

休み子ども向け講座」、及び「小学校との連携」に関しまして、東京

学芸大学において、近年「文化遺産教育」の課程が新たにできました

ので、是非連携を検討していただければ、と考えます。 

 

 「夏休み子ども向け講座」につきましては、新規事業、ということ

もあり、その内容につきましては様々な内容を多角的に検討いたしま

した。その結果、「生涯学習課の事業として今後定着させていく。」

「初の試みであることから、課題や参加者のニーズ等を洗い出し、内

部における議論を深めていく。」という観点から、令和７年度につき

ましては、実績のある事業からスタートさせていきたい、との意図で、

令和６年度において「公民館事業」の一環として、生涯学習課学芸員

職員が講師役を務める形で実施し、一定の成功を収めた「勾玉作り」 

をテーマとすることとしました。 

本事業につきましては、令和７年度において成功裏に終えることが

できれば、「規模拡大」や「複数事業の実施」等も含め、より多角的

な事業展開ができれば、と考えておりますし、その際には先ほどお話

をいただきました外部との連携につきましても、ぜひ検討させていた

だければ、と考えておりますので、その際には何卒よろしくお願いい

たします。 

 これはあくまでも今年の結果次第ですけれども、今年もしうまくい

けば来年度以降もより多角的に、規模を大きくするのか、あるいは複

数の事業を実施するのか、いろんなやり方があると思うんですけれど

も、そういったことも検討してまいりたいと思いますので、その際に

また今先生からお申出いただいた内容を検討の対象とさせていただき

たいと思っておりますので、何卒よろしくお願いいたします。 

 

 他にご意見・ご質問等ございますか？  

 

 市指定有形民俗文化財「川崎平右衛門供養塔」につきまして、地盤

の不同沈下に伴い傾きが生じています。近々に修復工事を行うことを

想定しております。工事計画等の具体的な流れに入っていく際に市に

ご相談させていただけばよいのでしょうか？ 

 

 経年劣化が進んでいる実情は市でも把握しているところです。 
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二 宮 会 長 

 

 

髙木主任（学芸員） 

 

 

 

二 宮 会 長 

 

委 員 全 員 

 

二 宮 会 長 

 

 

委 員 全 員 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

髙木主任（学芸員） 

 

 

 

 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

 

 

二 宮 会 長 

 

 

市指定文化財の修復は、まずは市教育委員会と所有者・管理者の方

との間で協議をさせていただき、必要に応じて有識者等による検討委

員会を設置の上修復方法等について協議させていただく中で計画を練

っていく、という流れとなります。 

これまでの実績では、「閻魔堂木造閻魔王坐像」の修復事業がござ

います。 

 

 「文化財の指定・登録」につきまして、市として具体的なイメージ

はございますか？  

 

 古文書関係・石造物・天然記念物より、候補となり得る文化財の調

査を行っており、その中から１つ或いは複数を指定できれば、と考え

ています。 

 

 他にご意見・ご質問等ございますか？よろしいでしょうか？ 

 

 （特になし） 

 

 それでは、本事業案につきまして、本審議会として承認させていた

だく、という形でよろしいでしょうか？  

 

 （異議なし） 

 

３ その他 

それでは、「３ その他」につきまして、事務局より何かございま

すか？  

 

 小金井市立小金井第一小学校において発掘調査を実施いたしますの

で、調査とタイアップする形で児童向けに普及啓発ができないか、学

校側とご相談させていただいているところです。 

なお、一般市民向けの遺跡見学会の開催の可否は決まっておりませ

んが、今後の発掘調査の進捗状況等も踏まえながら検討してまいりた

いと考えております。 

 

小金井市民の皆様は市史や遺跡に対する関心が非常に高いと考えて

いますので、学校側の理解・協力が前提となることは認識しています

が、一般公開につき、ぜひ前向きに検討いただければ、と思います。 

 

４ 次回の会議日程 

 それでは、「４ 次回の会議日程」につきまして、事務局より説明を

お願いいたします。  
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碓井文化財係長 

 

 

 

委 員 全 員 

 

二 宮 会 長 

 

 

委 員 全 員 

 

二 宮 会 長 

 

 令和７年度 第２回 文化財保護審議会につきましては、令和７年８月６

日（水）午前１０時より、８０１会議室におきまして開催させていただき

たい、というのが事務局案でございます。  

 

 （異議なし） 

  

 以上で本日の議題は全て終了いたしましたが、他に何かございますでし

ょうか？よろしいでしょうか？  

 

 （特になし） 

 

それでは、以上をもちまして令和７年度 第１回 文化財保護審議会を終

了させていただきたいと思います。どうもありがとうございました。  

 


